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「日本
に ほ ん

神話
し ん わ

」について

清水
しみず

徹朗
てつお

1.「神話
し ん わ

」と何
なに

か

神話
しんわ

(Myth)とは、宇宙
うちゅう

、人間
にんげん

、動 植 物
どうしょくぶつ

、文化
ぶんか

の起源
きげん

・創造
そうぞう

などの自然
しぜん

・

社 会 現 象
しゃかいげんしょう

を超 越 的
ちょうえつてき

存在
そんざい

(神
かみ

)や英雄
えいゆう

などと関連
かんれん

させて説
と

く説話
せつわ

。神々
かみがみ

について

の物 語
ものがたり

。日本語
にほんご

の「神話
しんわ

」は「Myth」の翻訳語
ほんやくご

(1890年代
ねんだい

から使用
しよう

)

ギリシャ神話
しんわ

(「イリアス」「オデュッセイア」)、創世神話
そうせいしんわ

(「旧 約 聖 書
きゅうやくせいしょ

」)、インド

神話
しんわ

(「マハーバーラタ」、「ラーマーヤナ」) 昔 話
むかしばなし

・説話
せつわ

・伝説
でんせつ

との違
ちが

い、

アミニズム、自然崇拝
しぜんすうはい

科学
かがく

の発展
はってん

によって非合理
ひごうり

、非科学的
ひかがくてき

であるとみなされた←

神話学
しんわがく

(ミューラー、レヴィ・ストロース、ユング等
とう

)、比較神話学
ひかくしんわがく

の発展
はってん

2.「日本
にほん

神話
しんわ

」とは何
なに

か

「日本
にほん

神話
しんわ

」とは「日本
にほん

に伝
つた

わる神話
しんわ

」のこと

「記紀
き き

神話
しんわ

」……『古事記
こ じ き

』『日本書紀
にほんしょき

』の神代
かみよ

編
へん



……8世紀
せいき

に大和朝廷
やまとちょうてい

によって成書
せいしょ

化
か

された神話
しんわ

『風土記
ふ ど き

』……諸国
しょこく

の産物
さんぶつ

・地名
ちめい

等
とう

の伝 承
でんしょう

(播磨
はりま

、常陸
ひたち

、出雲
いずも

、肥前
ひぜん

、豊後
ぶんご

)祝詞
のりと

(

のりと)、宣 命
せんみょう

(せんみょう)

『古語拾遺
こごしゅうい

』(807)……斎部
いんべ

氏
し

(忌部
いまわぶ

氏
し

)の伝 承
でんしょう

を中 心
ちゅうしん

にまとめたもの『先代
せんだい

旧事
きゅうじ

本紀
ほんぎ

』(9~10世紀
せいき

初
はじ

め)……物部
もののふ

氏
し

の立場
たちば

からまとめられた史書
ししょ





天地開闢
てんちかいびゃく

、国生
くにう

み・神
かみ

生
う

み、天
あま

の岩戸
いわと

、中
なか

つ国
くに

の平定
へいてい

、国譲
くにゆず

り天孫降臨
てんそんこうりん

、

海幸
うみさち

・山幸
やまさち

、出雲
いずも

神話
しんわ

「一般
いっぱん

には、『記
き

・紀
き

』の神代
かみよ

の物 語
ものがたり

を『記
き

・紀
き

』の神話
しんわ

といっている。しかし

考
かんが

えてみると、これを神話
しんわ

とよんでよいかどうか問題
もんだい

がある。……『記
き

・紀
き

』の神代
かみよ

の物 語
ものがたり

は、神話
しんわ

を材 料
ざいりょう

としながらもそれをいちじるしく書
か

き改
あらた

めている……その

書
か

き直
なお

しは天皇
てんのう

の祖先
そせん

の天 照 大 神
あまてらすおおみかみ

の地位
ち い

を高
たか

め、天皇
てんのう

の日本
にほん

支配
しはい

を正当化
せいとうか

する

ことを中 心
ちゅうしん

の目的
もくてき

にしている。」(直木
なおき

考
こう

次郎
じろう

『日本
にほん

神話
しんわ

と古代国家
こだいこっか

』(1990))

「日本
にほん

神話
しんわ

は天皇
てんのう

国家
こっか

の起源
きげん

を説明
ときあか

し、天皇
てんのう

の統治権
とうちけん

の神聖
しんせい

性
せい

を立 証
りっしょう

する

精神的
せいしんてき

支柱
しちゅう

をなすという重 要
じゅうよう

な機能
きのう

を内在
ないざい

」(水野
みずの

祐
じょう

『日本
にほん

神話
しんわ

を見直
みなお

す』(

1996))



3.『古事記
こ じ き

』の概要
がいよう

現存
げんぞん

する日本
にほん

最古
さいこ

の書物
しょもつ

稗田阿礼
ひえだのあれ

が「帝紀
ていき

」「旧辞
きゅうじ

」の内容
ないよう

を 誦 習
しょうしゅう

したものを太安万侶
おおのやすまろ

が文字
も じ

に書
か

き表
あらわ

し

、編 集
へんしゅう

して 712 年
ななひゃくじゅうにねん

に元明天皇
げんめいてんのう

に献 上
けんじょう

。

上 中 下
じょうちゅうげ

の三
さん

巻
かん

(天地開闢
てんちかいびゃく

から推古天皇
すいこてんのう

まで)

『帝紀
ていき

』……天皇
てんのう

を中 心
ちゅうしん

とした古代
こだい

の伝 承
でんしょう

(天皇
てんのう

名
な

、后妃
こうひ

、皇子
おうじ

、皇居
こうきょ

、治世
ちせい

、

陵墓
りょうぼ

)

『旧辞
きゅうじ

』……宮 廷
きゅうてい

内
うち

の物 語
ものがたり

、皇族
こうぞく

や国
くに

の起源
きげん

上 巻
じょうかん

(かみつまき)……「日本
にほん

神話
しんわ

」(天地開闢
てんちかいびゃく

からイワレヒコ(神武天皇
じんむてんのう

)の誕 生
たんじょう

まで)

中 巻
ちゅうかん

(なかつまき)……神武東征
じんむとうせい

から応神天皇
おうじんてんのう

まで

下巻
げかん

(しもつまき)……仁徳天皇
にんとくてんのう

から推古天皇
すいこてんのう

まで

序文
じょぶん

、偽書
ぎしょ

説
せつ

、本居宣長
もとおりのりなが



古事記
こ じ き

傳
つたえ

4.『日本書紀
に ほ ん し ょ き

』の概要
がいよう



現存
げんぞん

する日本
にほん

最古
さいこ

の正史
せいし

681 年
ろっぴゃくはちじゅういちねん

に天武天皇
てんむてんのう

が川島皇子
かわしまのおうじ

以下
い か

12 人
じゅうににん

に対
たい

して編纂
へんさん

を命
めい

ずる

天武天皇
てんむてんのう

は 自
みずか

らの正当性
せいとうせい

・正統性
せいとうせい

を示
しめ

す必要
ひつよう

があった

←「壬申
じんしん

の乱
らん

」( 672 年
ろっぴゃくななじゅうにねん

)という王権
おうけん

簒奪
さんだつ

(クーデター)を経
へ

て天皇
てんのう

になった

620 年
ろっぴゃくにじゅうねん

(推古
すいこ

朝
あさ

)に『天皇
てんのう

記
き

』『国記
こっき

』を編纂
へんさん

→大化
たいか

の改新
かいしん

(

645 年
ろっぴゃくよんじゅうごねん

)で焼 失
しょうしつ

舒明天皇
じょめいてんのう

(在位
ざいい

629-641)の時代
じだい

に天皇家
てんのうけ

と蘇我
そ が

氏
し

の対立
たいりつ

天武天皇
てんむてんのう

は舒明天皇
じょめいてんのう

の子
こ

古代
こだい

律令国家
りつりょうこっか

を支
ささ

える両 輪
りょうりん

……①法
ほう

の策定
さくてい

(701年
ねん

大 宝 律 令
たいほうりつりょう

)、②史書
ししょ

の編纂
へんさん



720年
ねん

に完成
かんせい

……約
やく

40年
ねん

かかる

編纂
へんさん

のリーダーは舎人親王
とねりしんのう

(天武天皇
てんむてんのう

第三
だいさん

皇子
おうじ

)であったが、実際
じっさい

の責任者
せきにんしゃ

は

藤原不比等
ふじわらのふひと

帝紀
ていき

、旧辞
きゅうじ

以外
いがい

に、諸氏
しょし

の記録
きろく

、百済
くだら

三書
みふみ

(『百済
くだら

記
き

』・『百済
くだら

新撰
しんせん

』・『百済
くだら

本
ほん

記
き

』

)、漢籍
かんせき

、寺院
じいん

縁起
えんぎ

など多
おお

くの文献
ぶんけん

を参 照
さんしょう

全
ぜん

30 巻
さんじゅっかん

、系図
けいず

1 巻
いっかん

(系図
けいず

は現存
げんぞん

しない)

本文
ほんぶん

以外
いがい

に多
おお

くの異
い

伝
でん

(「一書
いっしょ

に曰
いわ

く」)を含
ふく

む

神代
かみよ

上
うえ

(巻
かん

第
だい

1)……天地開闢
てんちかいびゃく

からスサノオまで

神代
かみよ

下
した

(巻
かん

第
だい

2)……葦 原 中 国
あしはらのなかつくに

の平定
へいてい

、天孫降臨
てんそんこうりん

から神武天皇
じんむてんのう

誕 生
たんじょう

まで

古事記
こ じ き

(推古
すいこ

まで)より長
なが

く持統天皇
じとうてんのう

までの歴史
れきし



(舒明
じょめい

、皇 極
こうきょく

、考
こう

徳
とく

、斉
せい

明
めい

、天智
てんじ

、天武
てんむ

、持統
じとう

を含
ふく

む)

六国史
りっこくし

(りっこくし、6つの正史
せいし

)……「日本書紀
にほんしょき

」、「続日本紀
しょくにほんぎ

」、「日本後紀
にほんこうき

」、「

続日本後紀
しょくにほんこうき

」、「日本後紀
にほんこうき

」、「日本後紀
にほんこうき

」、「日本後紀
にほんこうき

」、「日本三代実録
にほんさんだいじつろく

(清和
せいわ

・陽成
あきなり

・光孝
こうこう

)」

5.『古事記
こ じ き

』と『日本書紀
に ほ ん し ょ き

』の相違
そ う い

古事記
こ じ き

日本書紀
にほんしょき

編 纂
へんさん

命 令
めいれい

者
もの

天武天皇
てんむてんのう

天武天皇
てんむてんのう

編纂者

へんさんし

ゃ
稗田阿礼
ひえだのあれ

が語
かた

り伝
つた

え、太安万侶
おおのやすまろ

が

まとめ 奏 上
そうじょう

川 島 皇 子
かわしまのおうじ

らが 着 手
ちゃくしゅ

、舎人親王
とねりしんのう

が

奏 上
そうじょう

成 立
せいりつ

712 年
ななひゃくじゅうにねん

720年
ねん

巻 数
かんすう

全
ぜん

3巻
かん

全
ぜん

30 巻
さんじゅっかん

表 記
ひょうき

日本語
にほんご

重 視
じゅうし

の変 体 漢 文
へんたいかんぶん

漢 文
かんぶん

収 録
しゅうろく

年 代
ねんだい 天 地 開 闢

てんちかいびゃく

から推古天皇
すいこてんのう

天 地 開 闢
てんちかいびゃく

か持統天皇
じとうてんのう

目 的
もくてき 天皇家

てんのうけ

の正 当 性
せいとうせい

を国 内
こくない

で誇示
こ じ

する

ため

海 外
かいがい

、とくに 中 国
ちゅうごく

王 朝
おうちょう

に対
たい

して

自国
じこく

の正史
せいし

を伝
つた

えるため

典 拠
てんきょ

資 料
しりょう

天皇家
てんのうけ

の系譜
けいふ

や事績
じせき

、神 々
かみがみ

や英 雄
えいゆう

の 物 語
ものがたり

が描
えが

かれていたという「

帝紀
ていき

」「旧 辞
きゅうじ

」

「帝紀
ていき

」「旧 辞
きゅうじ

」の他
ほか

、 中 国
ちゅうごく

・

朝 鮮
ちょうせん

史書
ししょ

、諸
しょ

誌
し

や地方
ちほう

の 伝 承
でんしょう

、

政府
せいふ

の記録
きろく

など

内 容
ないよう

天皇家
てんのうけ

の歴史
れきし

律 令 国 家
りつりょうこっか

の正史
せいし

特 徴
とくちょう

神話
しんわ

時代
じだい

に 重 点
じゅうてん

を置
お

きながら、

天皇家
てんのうけ

の歴史
れきし

を語
かた

る。日本語
にほんご

重 視
じゅうし

の

文 体
ぶんたい

。

初
はつ

の正史
せいし

。異
い

伝
でん

についての注 記
ちゅうき

あり

。



『古事記
こ じ き

』と『日本書紀
にほんしょき

』は、内容
ないよう

、形式
けいしき

、文体
ぶんたい

において違
ちが

いが見
み

られる。『

古事記
こ じ き

』は和風
わふう

的
てき

漢文
かんぶん

で書
か

かれ物 語
ものがたり

性
せい

が強
つよ

い。また、「神代
かみよ

」が全体
ぜんたい

の3分
ぶん

の1を

占
し

め、『日本書紀
にほんしょき

』(181神
かみ

)に比
くら

べ登 場
とうじょう

する神
かみ

の数
かず

が多
おお

い(267神
かみ

)。また、出雲
いずも

神話
しんわ

が『古事記
こ じ き

』上 巻
じょうかん

の3分
ぶん

の1を占
し

めるが、『日本書紀
にほんしょき

』では出雲
いずも

神話
しんわ

の 扱
あつか

いは小
ちい

さく

省
はぶ

かれている部分
ぶぶん

も多
おお

くある(稲葉
いなば

の白 兎
しろうさぎ

、タケミナカタ、

サルタヒコ、イザナミの死
し

)。

古事記
こ じ き

日本書紀
にほんしょき

口
くち

ず 叱
しかり

正 伝
せいでん

一 書
いっしょ

1 イザナキとイザナミ Δ 0

2 アマテラスとスサノオ 0 0

3 出雲
いずも

に降
ふ

りたスサノオ Δ Δ

4 オオムナジ( 白 兎
しろうさぎ

、八十神
やそがみ

) × ×

5 オオクニヌシの国
くに

作
つく

り × Δ

6 制 圧
せいあつ

されるオオクニヌシ Δ Δ

7 天 孫 降 臨
てんそんこうりん

、日向
ひなた

三 代
さんだい

Δ 0

古事記
こ じ き

に出
で

てくる神話
しんわ 話

はなし

日本書紀
にほんしょき

での

有無
う む 舞台

ぶたい

マルノフレチェエノポ 正 伝
せいでん

正 伝
せいでん

異
い

伝
でん

スサノヲとオホナムヂ (本 文
ほんぶん

) (一 書
いっしょ

)

五穀
ごこく

の起源
きげん

× <b>>b>

スサノヲのヲロチ退治
たいじ

• •

スサノヲとクシナダヒメの結 婚
けっこん

• <b>>b> 出
で

スサノヲの神 統
しんとう

譜
ふ

× ▲ 霊
れい

稲
いね

羽
はね

のシロウサギ × × 神
かみ

八
はち

十
じゅう

の神
かみ

によるオホナムヂの試練
しれん

× × 話
はなし



古事記
こ じ き

に出
で

てくる神話
しんわ 話

はなし

日本書紀
にほんしょき

での

有無
う む 舞台

ぶたい

オホナムヂの根
ね

の堅
けん

州
しゅう

の国
くに

訪 問
ほうもん

× ×

オホナムヂの葦 原
あしはら

の中
なか

つ国
くに

の統 一
とういつ

× ×

ヤチホコの 女
おんな

たち 正 伝
せいでん

異
い

伝
でん

出
で

ヤナホコの 女
おんな

たち (本 文
ほんぶん

) (一 書
いっしょ

) 霻

ヤチホコのヌナカワヒメ 求 婚
きゅうこん

× ×

スセリビメの嫉妬
しっと

と大 円 団
だいえんだん

× × 出
で

葦
あし

オホクニヌシの神 統
しんとう

譜
ふ

× × 雲
くも

原
げん

オホクニヌシとスクナビコナ × • 神
かみ

σ

依
よ

り来
く

る神
かみ

・御
ご

諸 山
しょざん

に坐
ざ

す神
かみ

× • 話
はなし

中
なか

オホトシの神 統
しんとう

譜
ふ

× × 2

国 譲
くにゆず

りするオホクニヌシ 正 伝
せいでん

異
い

伝
でん

国
くに

田
た

康
やすらか

シャックショント (本 文
ほんぶん

) (一 書
いっしょ

)

アマテラスの地 上
ちじょう

征 服
せいふく

宣 言
せんげん

▲ ▲

アメノホヒの失 敗
しっぱい

● × 国
くに

アメノワカヒコの失 敗
しっぱい

● • 譲
せめる

アヂシキタカヒコネの怒
いか

り ● • IJ

タケミカヅチの遠 征
えんせい

• ▲ 神
かみ

コトシロヌシの 服 従
ふくじゅう

▲ ▲ 話
はなし

タケミナカタの 州
しゅう

羽
はね

(諏訪
す わ

)への逃 走
とうそう

× ×

オホクニヌシの服 属
ふくぞく

と誓
ちか

い

●=古事記
こ じ き

とほぼ一致
いっち

▲=内 容
ないよう

に違
ちが

い

はある
が対 応
たいおう

×=
対 応
たいおう

する
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「日本書紀
にほんしょき

の神話
しんわ

記述
きじゅつ

は、出雲
いずも

神話
しんわ

を排除
はいじょ

したほうが律令国家
りつりょうこっか

の歴史
れきし

を語
かた

るには

ふさわしいという、きわめて政治的
せいじてき

な作為
さくい

がはたらいた結果
けっか

である。」(三浦佑之
みうらすけゆき

『

∼



古事記
こ じ き

の神
かみ

々』(2020))


